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西南日本および韓国沿岸の完新統中の貝と植物の放射性炭素年代値の差異

Offset in radiocarbon ages between shell and plant pairs in the

Holocene sediments around southwest Japan and Korea
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　2009年以降，西南日本および韓国沿岸における放射性炭素の海洋リザーバー効果を評価するための研究を

進めてきた．この地域には核実験以前に生成された生成年代が判明している試料が少ないため，その検討が難

しかった．そこで，既存のボーリングコア試料やジオスライサー試料，打撃式採土器によって採取した試料を

用いて，大気起源の炭素から生成された植物片と海洋起源の貝の放射性炭素年代値を同じ層準で比較した．そ

の結果，99層準で植物片と貝の年代値の差異を検討した．それら全体の平均値と標準偏差は360±180年で

あった．地理的な値の違いはそれほど顕著ではなかったが，九州地域の値が韓国よりも50年程度小さい値を示

した．一方，同一地点において差異が徐々に増大したり減少する傾向が認められた．こうした変化は海水の影

響が大きいほど差異が大きくなる傾向が認められるため，完新世における海水準変化の影響を反映していると

考えられる．今後は差異が極端に違う層準において年代測定を追加して確認すると共に，調査地点を地質・地

理的に広げたい．
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